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トマ トに よ るOral Allergy Syndromeに ス ギ花 粉 症 を合 併 した1症 例
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 要 旨

 oral allergy syndrome(以 下OASと 略す)は シラカンバ をは じめとす る樹木花粉症の合併率が高い. イ ネ科花

粉や雑草花粉症でも同様の報告がされているが, 我 が国で最 も多いスギ花粉症 との合併の報告は少ない. 

 我 々 は, トマ トによるOASに ス ギ花粉症を合併 した14歳 女児例を経験 した. 

 患児 は12歳 ご ろよ りスギ花粉症があ り, そ の頃か ら トマ ト摂取後に 口腔内のしびれ感や違和感を訴えるように

なった. 特異的IgE抗 体(CAP-FEIA)は, スギ花粉85.2UA/ml, トマ ト10.9UA/mlで あ った. 

 患者血清を用いたimmunoblot法 とinhibition immunoblot法 を行った. 

 患者 血清IgEは ス ギ花粉抽出抗原 のmalor allergenで あ るCry j 1とCry j 2に 反 応 し, トマ ト抽出抗原では複数

のタンパ クと反応 した. inhibition immunoblot 法 では, ス ギ花粉抗原 とトマ ト抗原の間で互いに濃度依存性に抑制

され るバン ドが観察 され, 両者 の間には共通抗原性が存在する可能性 が示唆 された. 

 は じめに

 1987年 にAmlotら1)は, 果 物 ・野菜な どの食物経 口

摂取後, 1時 間以内に口腔の刺激感, 舌 の違和感など

の局所症状で始ま り, じんましん, 喘 息やアナ フイラ

キシーな どの全身症状にも発展 しうる即時型食物アレ

ル ギーをoral aUergy syndrome (以下OASと 略 す)と 提

唱 した. その後, シラ カンバやハンノキ科, イ ネ科花

粉症 との合併が多いことも報告がされている2～5). 

しか し, 我 が国で最も多いスギ花粉症 との合併の報告

は少ない6). 

 今 回 我々は, トマ トによるOASに ス ギ花粉症を合

併 した1症 例 を経験 したので報告す る. 

 症 例 と方法

1. 症 例

患 児: 14歳, 女児

主 訴: トマ ト摂取後の口腔内 しびれ感

家族歴: 母 親がア トピー一性皮膚炎 と花粉症

現病歴: 12歳 頃 か ら毎年3～4月 頃になる と, く しゃ

み, 鼻 水, 鼻 閉, 鼻 と眼のそ う痒感 などの鼻炎 ・結膜

炎症状が出現 していた. 同 じ頃か ら, い ままで好物で

摂取 しても特に症状のなかった生の トマ トを摂取す る

と, 摂 取 している最中か ら口唇の発赤, 口腔 内の ピリ

ピリとしたしびれ感や違和感などの症状が出現するよ

うにな り, その後も同症状 をくりかえし経験す るよう
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になった. 

そ の他のア レルギー疾患 ア トピー性皮膚炎(乳 児

期発症)と 気管支喘息(11歳9カ 月発症)

2. ア レルギー血清学的検査所見(表1)

血清 総IgE値 は64001U/m1と 高 値であ り, そ れぞれ

の特異的IgE抗 体(CAP-FEIA)は スギ花粉85. 2UA/m1, 

トマ ト10. 9UA/mlで あ った. ま た鼻汁中好酸球も陽性

であった. 

3. スギ 花粉抗原の抽出

 1995年 に愛知 県で採取 したスギ花粉 を愛知県林業

センター より頂き, 使 用時まで4℃ にて保存 した. 

 ス ギ花粉抗原 の抽出は安枝 ら7)の 方法に従 った. 

ス ギ花粉 を0. 125M NaHCO3(50mg∠m1)に 溶 解 し, 4

QCに て2時 間振邊後, 4℃, 12, 000xgに て10分 間遠心 し, 

そ の上 清 を0. 45μmMILLEX-HV unit(Millipore, 

Bedford, MA, USA)で 濾 過 し, 0. 125M NaHCO3で 透 析

した ものを使用 した. 抽 出抗原のタンパ ク濃度は8. 0

μ9/μ1で あった. 

4. トマ ト抗原の抽出

 市販の完熟 トマ トを使用 した. 

 抗 原 抽 出はTuckerら8)の 方 法に従い, トマ ト果皮

を40C蒸 留 水に混合 し(1g/m1)ミ キサーにて15秒 間ホ

モジネー トして, 4℃, 2400xgで10分 間遠心 し, 沈

殿物 を1M NaCI(pH6. 0)で 溶 解 した. 4℃ にて数時間

放 置 後, 再 び 遠 心(4℃, 2400xg, 10分 間)し, 上 清 を0. 45

μmMILLEX-HV unitで 濾 過 し, 75%硫 安 で 塩 析 を

行 っ た. さ ら に4℃, 10, 000xg, 20分 間 遠 心 し, 再 び0. 15

MNaC1(pH 6. 0)で 溶 解, 0. 1M NaC1に て 透 析 し た も

の を 使 用 し た. 抽 出 抗 原 の タ ン パ ク濃 度 は3. 9μg/μ1

で あ り, 使 用 時 ま で 一20℃ で 保 存 した. 

5. immunoblot法 とinhbition immunoblot法

 そ れ ぞ れ の 抽 出 抗 原 は16%SDS-PAGEの 後, 

polyvinylidene dinuoride(以 下PVDFと 略 す)膜

(Millipore, Bedford, MA, USA)に3-cyclohexylamino 1-

propanesulfonic acid(以 下CAPSと 略 す)bufferに て

200mA 2時 間 で 転 写 し, そ の 後, 患 者 血 清 を 用 い て

immunoblot法 とinhibition immunoblot法 を 行 っ た. 

 inhibition immunoblot法 で は, そ れ ぞ れ の 抽 出 抗 原

を 転 写 し たPVDF膜 を0. 1%BRIJ 35を 加 え たPBS

buffer(BRIJ-PBS ber)で30倍 希 釈 し た 患 者 血 清 と

表1. 血液検査所見

*fuoroenzymeimmunoassay(FEIA)
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各 抽 出 抗 原 液(0, 1, 10μl)に て 反 応 させ(室 温 に て3時 間

振 盈), BR】」一PBS bufferで 洗 浄 し, そ の 後 フ ォ ス フ

ァ タ ー ゼ 標 識 抗 ヒ トlgE抗 体(Kirkegaard and Perry

Laboratories, Gaithersburg, MD, USA)と 反 応 させ, BCIP

/NBT (Kirkegaard and Perry Laboratories, 

Gaithersburg, MD, USA)で 発 色 した.

 結 果

 immunoblot 法 で は, 本 症 例 の 血 清lgEは ス ギ 花 粉 抗

原 のmajor allergenで あ るCry j 1とCry j 2に 反 応 し, 

トマ ト抗 原 で は 複 数 の タ ン パ ク 質 と反 応 した.

 lnhibition immunoblot法 で は, ス ギ 花 粉 抗 原 のCry j

1と トマ ト抗 原 の 約14kDaの タ ンパ ク 質 に 対 す るIgE結

合 能 が お 互 い に 濃 度 依 存 性 に 抑 制 され, 共 通 抗 原 性 が

示 唆 され た(図1).

考 察

OASと は, 果 物 ・野菜な どの食物経口摂取後, 1時

間以内に口腔の刺激感や舌の違和感な どの局所症状で

始まり, じんま疹, 喘 息やアナフイラキシーな どの全

身症状にも発展 しうる即時型食物ア レルギーに対 して

提唱 されたものである.そ の後, 北 欧 のシラカンバ花

粉症に果物(主 として リンゴ)・ 野菜のOAS合 併例が多

数報告され, RAST inhibidon試 験の結果から, 両者に

おける共通抗原性につ き報告がされている.

 イ タ リアではOAS患 者 の20.6%は トマ トが関与 し

ている との報告がある2). ま た トマ トによるOASと

花 粉症については, Petersenら9)が トマ ト抗 原 とイ

ネ科のオオアワガエ リ花粉抗原を使 った抑制試験で63

～92%の 抑制 を示 した.さ らに, inhibidon immunoblot

法 で も35kDa以 外 のIgE結 合能 を持 ったタンパ ク質バ

ン ドは相互に抑制 され, トマ トとオオアワガエ リ花粉

との間の共通抗原性 を証明 した.

 我 々は トマ トに よるOASに ス ギ花粉症を合併 した症

例 を経験 した. 本 症例は12歳 頃か ら毎年春, 鼻 炎 ・

結膜炎症状が出現 してお り, 同 じ頃から, 生 の トマ ト

を摂 取すると, 摂 取 している最中か ら口唇の発赤, 口

腔内のピリピリとした しびれ感や違和感などの症状が

出現 した. 他 の果物では, 13歳 頃 か らキ ウイ でも同

様の症状が出現す るよ うになったが, リンゴやイチゴ

などではみ られなかった.ま た, トマ トケチャップな

どの加工品では無症状であった.

 患児血清はスギ花粉の2つ のmajor allergenで あ る

Cry j 1とCry j 2に 反 応 し, トマ トに関 しては数本の

バン ドと反応 していた. inhibition immunoblot 法 に て

スギ花粉抗 原のCry j 1と トマ ト抗原 の約14kDaに 対

するlgE結 合能 がお互いに濃度依存性に抑制 され, 両

者間の共通抗原性 が示唆 された.

 Cry j 2の ア ミノ酸 配列 の 一 次構 造 は トマ トの

polygalacturonase (以下PGと 略 す)と40%相 同性 がある

とい う報告があるが10,11), 本 症例 では, PGのlgE結 合

能はスギ抗原によって抑制がかからなかった.今 回の

我 々の検討で相互にIgE結 合能の抑制がみ られたのは, 

ス ギ花粉のCry j 1と トマ トの約14kDaの タ ンパク質だ

けであった.

 ス ギ花 粉症患者 にお けるCry j 1の 陽 性 率は約80

～90%と 報 告 されている7) . 今 回 の結果か らCry j 1

と トマ トのタンパ クとの問に, 高い共通抗原性があっ

たとすれば, もっと多 くのスギ花粉症患者が トマ トア

レルギーになる可能性が示唆 される.ま た, 我 々が当

院ア レル ギー外来にて無作為に抽出 した104例 にスギ

花 粉 と トマ トのCAP-FEIA値 を測定 し両者の関係を

見た ところ正の相関がみ られた (p<0.01). さら に今

図1. ス ギ 花 粉 抗 原 と トマ ト抗 原 に よ る

inhibition immunoblot

ス ギ 花 粉 抗 原 のCry j 1と トマ ト抗 原 の 約14kDaの

間 でお 互 い に濃 度 依 存性 に抑 制 がみ られ た.

*: tomato 14kDa protein

inhibiter J.cedar tomato

I Cry j1
8 Cry j2
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回データとしては示 さなかったが, 本症例の血清 を用

いて, ス ギ, トマ ト, ダニ抗原 を用いてRAST inhibition

試験 を行った結果, ス ギと トマ ト両者間で相互に抑制

がかか り, ダ ニとの間では抑制が見 られなかった. こ

れ らのデータは トマ トとスギとの間に共通アレルゲン

性が存在 し, 本 症例のIgE抗 体 はその共通ア レルゲン

部位を認識 していることが示 された. しか し, 実際 の

臨床 で このよ うな症例 を経験す ることが稀であ るの

は,共 通抗原性部位が認識 される頻度が低い為ではな

いかと考えられ る. これ らについては, 今後更なる検

討を行っていきたい.

花 粉 と果実 ・野菜の間の共通抗原 として動植物に普

遍的に存在す るプロフィリンが注 目されている12).

本症 例では抗 プロフィリン抗体の測定はまだ実施 して

いない. 今 後その点について も検討が必要である.
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CASE REPORT: ORAL ALLERGY SYNDROME AND JAPANESE CEDAR POLLEN POLLINOSIS. 
-IgE CROSS-REACTIVITY BETWEEN JAPANESE CEDAR POLLEN AND TOMATO FRUIT EXTRACTS.-

Reiko Tokuda, Ya suto Kondo, Hitoshi Ando, Eiko Wa da, Atsuo Urisu 

Fujita Health University, School of Medicine, Department of Pediatrics

 Association of pollinosis with sensitivity to fruits and vegetables has been reported. A Japanese cedar pollinosis is the 

most popular disease in Japan, however there are quite few papers about cross-reactivity between Japanese cedar 

pollen and fruits or vegetables. 
 Using the serum from a 14-years old girl, who has Japanese cedar pollinosis and oral allergy syndrome after eating 

tomato since 12 years old, we have studied the cross reactive allergens from Japanese cedar pollen and tomato 

extracts. 

 The study was performed by SDS- PAGE immunoblot and inhibition immunoblot. In immunoblotting, the patient's 

IgE antibody reacted to both major allergens of Japanese cedar pollen, Cry j 1 and Cry j 2, and several tomato protein 

bands including non-specific bands. Inhibition immunoblot study has shown that the IgE binding to Cry j 1, not Cry j 

2, can be inhibited by tomato fruit extract. However, only binding to 14kDa protein in the tomato fruit extracts can be 

inhibited by Japanese cedar pollen extract. Therefore, the observed cross-reactivity of Japanese cedar pollens and

tomato fruit may be due to 14kDa proteins.


